
宇治市文化芸術功労賞表彰要綱  

令和８年１０月１９日 

告示第１０８号  

 （趣旨）  

第１条  この要綱は、宇治市内において、文化芸術活動（宇治市文

化芸術振興条例（令和元年宇治市条例第２５号）第９条第１項に

規定する文化芸術振興基本計画の対象とする文化芸術活動をいう

。以下同じ。）に永年従事し、市民文化の向上発展や伝統文化の

継承等を通じて、市の文化芸術の振興に貢献し、特に功労があっ

た者又は団体に対し、市長が行う表彰について必要な事項を定め

るものとする。  

 （表彰の対象）   

第２条  宇治市文化芸術功労賞として表彰するものは、市内に住所

を有する者、市内に勤務し、若しくは在学する者、市内に文化芸

術活動の拠点を有する団体若しくはこれに所属する者又はこれら

に準ずるもので、次の各号のいずれかに該当するものを対象とす

る。  

⑴  宇治市において１０年以上文化芸術活動の指導的立場に従事

し、文化芸術の継承発展に貢献したもの  

⑵  宇治市において２０年以上文化芸術活動に従事し、市民文化

の向上発展に貢献したと認められるもの  

⑶  宇治市において２０年以上文化芸術活動に従事し、伝統文化

の継承に貢献したもの  

⑷  前３号に掲げるもののほか、市長が表彰することが適当であ

ると認めたもの  

 （被表彰候補者の募集及び推薦）   

第３条  被表彰候補者の募集は、公募により行う。  

２  被表彰候補者の推薦は、他薦とする。ただし、市長が特に必要

があると認めるときは、この限りでない。  

３  被表彰候補者を推薦しようとする者は、宇治市文化芸術功労賞



推薦調書により市長に提出しなければならない。  

 （被表彰者の決定）  

第４条  被表彰者は、前条の規定により推薦された被表彰候補者の

うちから宇治市文化芸術功労賞選考委員会（以下「委員会」とい

う。）の選考を経て市長が決定する。  

２  前項の規定にかかわらず、委員会を開く暇がないときは、委員

会の選考を経ないで、市長が決定する。  

 （表彰の方法）  

第５条  表彰は、特別な場合を除くほか毎年１回市長が表彰状及び

賞を授与して行う。   

 （補則）  

第６条  この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が定める

。  

   附  則  

 この要綱は、公布の日から施行する。  

 


